
編集後記  

●今回の特集は「パートナリング」です．5つの事例  

をご紹介頂きましたが，全て大変に興味深い内容であ  

り，かつ意義深い特集であると思われました．電気事  

業では，電源の多様化，業務処理の機械化や自動化，  

合理的な資金調達や海外からの資材調達など，経営全  

般にわたり効率化・生産性の向上につとめています．  

地球環境問題への対応といった公益的課題に対する対  

応と経営効率化との両立を削旨していくには，今後何  

らかの戦略的な提携を図っていくことが必要になるか  

もしれません．  

●今年の夏は暑かったですが，電力需要に影響を及ぼ  

す最大の要因は気温だと言われています．その理由は，  

電力需要のピーク需要の約4割は冷房需要によるもの  

であるからです．気温の僅かな変化が，冷房需要に大  

きな影響を与えることになります．電気事業連合会に  

よりますと，各電力会社では電源設備の増強が順調に  

進み，総僕給力は1億9545万kW，僕捨子備率とし  

ても，夏場の期間を通して10％程度を確保しており  

ますが，想定外の気温上昇や，設備の故障などが起こ  

り得る可台引生があり，決して余裕があるといえる状況  

ではありません．このような不確定な状況下での最適  

化を扱う確率計画法を適用した需給計画モデルなど，  

電力の安定供給に向けてオペレーションズ・リサーチ  

が応用される分野は少なくない■と思われます．  

●また，このような高品質な電力の安定供給にとどま  

らず，地球温暖化などの環境問題への対策も，不確定  

状況下の決定問題だと捉えることができます．これら  

の問題は，これからも我々オペレーションズ・リサー  

チを取り扱う者に残された課題になると思います．オ  

ペレーションズ・ リサーチ学会員として，何らかの役  

割を果たせたらと思っています．   （椎名 孝之）  
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